
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新秋芳総合支所庁舎等複合施設に関する 

市民ワークショップ便り 

 

No.４ 
2022.5.26 

第４回市民ワークショップを開催しました 

新秋芳総合支所庁舎等複合施設の整備については、昨年１月に基本設計を策定し、建物の基本的

な構成や配置などをお示ししました。 

昨年度は、この基本設計をもとに３回にわたるワークショップを開催し、住民の皆様から活発なご意

見をいただきました。 

今年度に入り、実施設計業務の受託業者が決まり、３回のワークショップで出た意見等を反映した実

施設計の素案ができあがりました。第４回以降のワークショップは、この実施設計素案（見開き参照）

に対する皆様の意見をお聞きするとともに、新施設の使い方を一緒に考えていくこととしています。 

 

 

◆第４回（５月 10日）のようす 

市の担当者から、ワークショップの内容

と目的について説明しました 

実施設計を担当する㈱龍環境設計の内田代表から、

実施設計素案についての説明がありました 

最後に、各グループのリーダーが、話し

合いの内容を発表しました 

※ワークショップとは、グループに分かれて意見やア
イデアを出し合い、考えをまとめていく話し合いの
手法のことです。 

第４回目のワークショップでは、実施設計の受託業者である㈱龍環境計画から実施設計の素案が示

され、基本設計からの変更点等の説明がありました。その後 23 名の参加者が５グループに分かれ

て、５つの視点（「住民が気軽に集まる居場所」「観光客等外部との交流や情報の拠点」「複合してい

る施設としてのメリットを活かせているか」「ふれあい祭り等イベント時の使い方」「災害時の避難場

所」）により、素案に対する評価や意見を出し合いました。 

５回目以降からの参加も大歓迎です。たくさんの皆さんのご参加をお待ちしています。 

 

 



 

第１回から第３回までの意見等をふまえ、基本設計を見直した実施設計素案 

小会議室の位置を移動させ、多目的ホールと

外のホール（中庭）をつながるようにし、ふ

れあい祭りや夏祭りの会場として、外のホー

ルを中心に施設全体がつながる配置にした。 

和室は多目的ホールステージ兼用

とせず独立させ、収納スペースも確

保した。また、調理室とつなげた。 

バス待ちの人が利用できるふれあいロビー

の近くにトイレを配置した。また、外から

入れる出入口を設けた。 

図書館と公民館・図書館事務

スペースの間の通路をなく

し、図書館と事務スペースが

サービスカウンターを介し

て直接つながる配置にした。

図書館内にサービスカウン

ターを設置した。 

レイアウトの変更に伴い、

民間施設事務室の位置を

変更した。 

ステージは常設せず、

必要なときに仮設で

対応する。 

※吹き出しは、基本設計からの主な変更点です 

駐車場から直接入れる出入口を設

け、小会議室の位置を変更した。 

新秋芳総合支所庁舎等複合施設に関する市民ワークショップ 

この実施設計素案に基づき、複合施設整備を進めていきます 



 

 新秋芳総合支所庁舎等複合施設に関する 

第５回市民ワークショップのお知らせ 

・中庭は、子どもが遊びまわっても良いように芝生が良い。手入れが簡単な人工芝が良い。 

・ここに来れば情報が手に入るという仕組みができると良い。 

・メインエントランスは分かりやすい方が良い。軒下から真っすぐ入れた方が良い。 

・これから施設を運営していくための仕組みづくりが大切。 

◆グループワークで出てきた素案に対する評価・主な意見 

日時：令和４年６月７日（火） 18：30～ 

場所：秋吉公民館 大会議室 

【問合せ先】 

美祢市秋芳総合支所 総合窓口班 

〒754-0601美祢市秋芳町秋吉 5335-1 

 TEL  0837-62-1910 

 FAX  0837-62-1828 

 Mail s-sogomadoguchi@city.mine.lg.jp  

第５回の内容 

 〇図書館、ふれあいロビーのつながり  

  ★５回目からの参加も大歓迎です！ 

 

 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスクの着用を 

お願いします。 

※発熱等の風邪の症状が見られる方、体調が優れない方は、 

参加をお控えください。 

住民の居場所 

外部との交流・情報の拠点 

複合しているメリットを活かせているか 

・ふれあいロビーに子どもが遊べるような遊具等があると 

 親子で訪れやすい。 

・大型ディスプレイで、観光案内や季節の映像（秋吉台・弁天池など）を流して PRする。 

・観光案内ができる機能を。（観光協会、観光案内所を新複合施設に設置。） 

・特産品を紹介するコーナーの設置。多目的ホール等を利用して特産品販売の日をつくる。 

・総合支所・図書館・公民館がうまく独立した設

計になっている。人の動線が良くなった。 

・図書館には職員が必要。１７時以降も開けてほ

しい。 

・交流の中心になる人をどう育てていくか、人づ

くり、グループづくりが必要。 

・フリーWi-Fiの整備。タブレットの設置。 

・土日に行事・イベントを開催し交流。 

ふれあい祭り等イベント時の使い方 

・多目的ホールと中庭がフラットになって

いると使いやすい。 

・キッチンカーが乗り入れできるように。 

・多目的ホールと中庭でイベントをする場

合、バス乗り入れに配慮が必要。 

・多目的ホールで野菜売ると良い。 

災害時の避難場所 

・大雨災害時は浸水しないか。水害のときはアクセスも不能になる。その場合は小学校・中学校

が避難場所の中心になるのでは。 

・水害のときは情報センターとしての役割を担うほうに適している。 

・水害以外の災害では施設として十分な機能はある。 

・災害時の備品を納めておくための充分なスペースが必要。 

 


